
沖縄作業科学研究会(作業を問う会：さとう会)

日 時：平成 23 年 5 月 10 日(火) 19：00～

場 所：北中城若松病院

〒901-2395 沖縄縄県北中城村字大城 311

対 象：OT（県士会員）その他

資料代：100 円

内 容：『教育領域の作業療法とその可能性』

平成 21 年から 2 年間，普通幼稚園・小学校で実施してきた作業療法の紹介させていただこうと思っておりま

す。皆様に現状を共有していただき，今後の展開など，アドバイスを頂けたら幸いです。現場では，“保護者と

学校側との連携”“協力し合えるクラス作り”など，作業に焦点を当てた作業療法の関わりから，その実現に関

わることのできたケースもあり，教育領域での作業療法の可能性を感じることができました。今回その可能性に

ついてもお伝えできればと考えております。

本取り組みについて『学校の作業療法の活動を振り返って』が，作業療法ジャーナル 5 月号のフォーラム（Vol.45

No.5 p470 ）に掲載されております。よろしければご覧ください。

※ 県士会会員は日本作業療法士協会生涯教育制度において１ポイント認定されます。

申し込み方法：E-mail で申し込み下さい。

件名に「研究会参加希望」メッセージ欄に「氏名」「所属」「連絡先」を入力の上、下記アドレスまでメールでお

申し込みください。

問い合わせ：琉球リハビリテーション学院 作業療法学科 田村浩介

okinawasatoukai@yahoo.co.jp

締め切り：5 月 9 日（月）17 時まで

主催：沖縄作業科学研究会（作業を問う会）

代表 村上 典子 （豊見城中央病院）


